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アニメ上映会（視聴覚室・入場無料）

1／23（土）13：30～
　　　　　　　「ころわんのおはなし」

　（22分）

定例行事

 ・おはなしポケット（展示室）
１／９（土） 15：00 ～　

 ・紙芝居の会（展示室）  
 １／16（土） 15：00 ～　

 ・絵本を楽しむ会（展示室）     
 １／21（木） 10：30 ～　

 ・おはなしの会（展示室）
 １／23（土） 15：00 ～　

 ・たまごの会(展示室)
 １／22（金） 10：30 ～　

 ・長門読書会（研修室）
 １／９（土） 14：00 ～　

 ・よみっこくらぶ（ゆや分館）    
 １／９（土） ・23（土） 15：00 ～　

移動図書館車

ぐるブック号運行中！
　Ａコース　 １ ／ ７（木）・21（木）
　Ｂコース　 １ ／13（水）・27（水）
　Ｃコース　 １ ／15（金）・29（金）

今月のオススメ本

　『孝経　人生をひらく心得』
伊與田 覺／著　　　
致知出版社／出版　　

　「孝は、徳の本なり。教えに
由って生ずる所なり」‐これは
『孝経』の冒頭にある孔子の言
葉である。
　新しい年を迎えた今、「孝」
とは何か、人生を豊かに過ご
してゆく“教え”をわかりやす

くまとめた一冊。巻末には素読できるよう全
文が掲載されている。

年
始
の
開
館
に
つ
い
て

　

本
館
は
１
／
６
（水）
か
ら
開
館
し
ま
す
。
１

／
５
（火）
は
開
館
準
備
作
業
の
た
め
閉
館
し
ま

す
。  

分
館
は
1
／
５
（火）
か
ら
開
館
し
ま
す
。

出
初
式
の
た
め
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

 　

１
／
10 

（日）
は
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
で
出
初
式

が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、時
間
帯
に
よ
っ

て
は
駐
車
場
等
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

利
用
者
の
方
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
／
11 

（月）
は
本
館
の
み
開
館
し
ま
す

　

１
／
11 

（月）
は
成
人
の
日
で
祝
日
で
す
が
、

本
館
の
み
開
館
し
ま
す
。
翌
日
の
１
／
12 

（火）

は
振
替
休
館
と
な
り
ま
す
。
分
館
は
両
日
と

も
休
館
し
ま
す
。

２
０
１
０
年
は
、
国
民
読
書
年
！

　

今
年
は
国
民
読
書
年
で
す
。「
活
字
離
れ
」

が
問
題
視
さ
れ
て
久
し
い
今
、
こ
れ
を
機
に
、

図
書
館
を
利
用
し
て
、
家
族
や
友
達
と
読
書

を
通
し
て
語
り
あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
図
書
館
で
本
を
借
り
る
に
は
！
】

　

ま
ず
は
「
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
」
を
作
成
し

て
下
さ
い
。
市
内
在
住
の
人
な
ら
ど
な
た
で

も
作
成
で
き
ま
す
。
１
枚
の
利
用
カ
ー
ド
で

本
館
・
分
館
・
移
動
図
書
館
を
利
用
で
き
ま
す
。

※ 

利
用
カ
ー
ド
の
作
成
に
は
、
運
転
免
許
証

等
、
名
前
や
住
所
等
を
確
認
で
き
る
も
の

が
必
要
で
す

☆
新
着
案
内
☆

（
本
館
）  「
道
絶
え
ず
ば
、
ま
た
」
松
井
今
朝

子
、「
理
屈
が
通
ら
ね
え
」
岩
井
三
四
二
、「
聖

徳
太
子
の
密
使
」
平
岩
弓
枝
、「
犬
と
鴉
」
田

中
慎
、「
白
い
紙
／
サ
ラ
ム
」
シ
リ
ン
・
ネ
ザ

マ
フ
ィ
ン
、「
政
権
交
代
バ
ブ
ル
」
竹
中
平
蔵
、

「
こ
ん
な
働
く
母
親
が
、
子
供
を
伸
ば
す
!
」

松
永
暢
史 

ほ
か

（
ゆ
や
分
館
）  「
沈
黙
の
森
」
馳
星
周
、「
新
宿

牧
遊
民
」
椎
名
誠
、「
僕
は
、字
が
読
め
な
い
。」

小
菅
宏
、「
特
攻
隊
振
武
寮
」大
貫
健
一
郎
、「
日

本
の
家
電
製
品
」
佐
竹
博
、「
茶
の
湯
デ
ザ
イ

ン
」
ペ
ン
編
集
部 

ほ
か
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 図書館だより

 図書館へ行こう！
　　　長門市立中央図書館　℡26‐5123
　　　ゆや分館　　　　　　℡33‐0051
　　　http://www.lib-nagato.jp/
　　　e-mail  lib-nagato@hot-cha.tv

‐１月の休館日‐
 本　　館　 １(金)～５(火)・12(火)・18(月) 

25(月)
 ゆや分館　 １(金)～４(月) ・11(月) ・12(火) 

18(月) ・25(月)

ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
界
に
『
海
聖
』
旋
風

（
最
終
ペ
ー
ジ「
表
紙
の
説
明
」か
ら
続
く
）

　
６
年
前
に
活
動
を
開
始
し
た『
海

聖
』。
現
在
約
40
人
が
加
入
し
、
通

に
あ
る
練
習
場
で
週
に
3
回
夜
８
時

か
ら
深
夜
に
か
け
て
約
５
時
間
の
練

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
6
人
も
日
本
一
に
な
っ
た
の
は

で
き
す
ぎ
か
も
…
。
た
だ
練
習
量
は

ど
こ
に
も
負
け
な
い
自
信
が
あ
っ
た

し
、
自
分
た
ち
の
や
っ
て
き
た
こ
と

は
間
違
い
で
は
無
か
っ
た
と
確
信
で

き
た
」
と
危
な
げ
な
い
戦
い
ぶ
り
で

75
㎏
左
腕
の
部
を
２
連
覇
し
た
長
男

の
周
作
さ
ん
。「
肩
の
荷
が
下
り
た
」

と
話
す
の
は
昨
年
三
兄
弟
の
中
で
一

人
優
勝
を
逃
し
、「
来
年
は
必
ず
日

本
一
に
な
る
」
と
１
年
前
の
本
紙
で

宣
言
し
た
次
男
の
和
成
さ
ん
。
予
選

を
通
じ
て
無
敗
の
完
全
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。
昨
年
、一
昨
年
と
70
㎏

左
腕
の
部
で
2
連
覇
を
果
た
し
た
三

男
の
佳
史
さ
ん
は
今
回
階
級
を
80
㎏

に
上
げ
て
の
参
戦
。
２
連
覇
中
の
前

年
王
者
を
下
し
て
見
事
３
年
連
続
日

本
一
に
輝
き
ま
し
た
。「
や
っ
と
3

人
そ
ろ
っ
て
日
本
一
に
な
れ
た
。
そ

の
こ
と
が
一
番
う
れ
し
い
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
三
兄
弟
以
外
の
海
聖
メ
ン
バ
ー
で

初
め
て
の
日
本
一
と
な
っ
た
の
が
、

通
出
身
で
下
関
市
在
住
の
山
下
仁
千

さ
ん（
55
㎏
右
腕
）、
通
の
内
山
義

孝
さ
ん（
55
㎏
左
腕
）、
三
隅
の
河

崎
靖
史
さ
ん（
60
㎏
左
腕
）の
３
名
。

チ
ー
ム
と
し
て
も
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
イ
タ
リ
ア
で
行
わ
れ
た
世
界

大
会
に
出
場
し
８
位
と
な
っ
た
周
作

さ
ん
。「
次
は
も
っ
と
上
を
目
指
し

ま
す
。
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
も
海
聖
旋
風

を
巻
き
起
こ
し
て
き
ま
す
！
」
と
力

強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
村
田
三
兄
弟
」
は
じ
め
メ
ン
バ
ー
６
人
が
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
！

▲海聖の皆さん

118
愛します！守ります！長門の海！

仙崎海上保安部
山口県長門市仙崎1026-2
☎ 26 - 0240

仙崎海上保安部ホームページ
http://www.kaiho.mlit.go.jp/
        07kanku/senzaki/
senzaki-kotsu@kaiho.mlit.go.jp

船舶海難・人身事故発生状況
仙崎海上保安部管内（長門市）

船舶海難 人身事故

隻

数

死
亡
者

行
方
不
明

人

数

死
亡
者

行
方
不
明

11月 0 0 2 1

平成21年計 11 1 10 4

20年同時期 11 0 4 1

ライフジャケットを常時着用しよう!
携帯電話など連絡手段を確保しよう!
海のもしもは 「118番」へ!

海
の
も
し
も
は
118
番
へ
！

　

長
い
海
岸
線
を
有
す
る
長
門
市
に
と
っ
て
、

市
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
目
が
海
の
安
全
と

防
犯
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
海
で
、
次
の
よ
う
な

事
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
ら
、
海
の
緊
急
電

話
118
番
へ
の
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

船
舶
の
衝
突
等
の
海
難
や
釣
人
の
海
中
転
落

等
の
人
身
事
故

●
生
活
ゴ
ミ
・
産
業
廃
棄
物
・
廃
油
等
の
投
棄

● 

工
場
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
排
水
に
よ
る
悪
臭

や
水
の
汚
れ

● 

夜
間
、
無
灯
火
で
行
動
不
審
な
船
、
不
審
な

信
号
を
発
し
て
い
る
船

●
洋
上
に
不
審
な
物
件
が
浮
流
し
て
い
る

1

長門市教育委員会
生涯学習スポーツ振興課
文化財保護室
 ☎  23-1264

1

1

vol.１

な
が
と
の

歴
史
と
文
化
財

丸
神
社
、
河
原
八
幡
、
伊
上
八
幡
、

蔵
小
田
八
幡
、
向
津
具
八
幡
宮
が

あ
る
。
そ
の
他
、
多
く
の
初
詣
が

あ
る
神
社
と
し
て
は
、
仙
崎
の
八

坂
神
社
、
西
深
川
の
御
所
原
大
神

宮
、
湯
本
の
豊
川
稲
荷
、
日
置
の

貴き

ぶ

ね

布
禰
神
社
が
あ
げ
ら
れ
る
。
東

日
本
で
多
い
の
が
伊
勢
神
宮
信
仰
。

山
口
県
内
で
は
、天
神
、出
雲
大
社
、

荒
神
社
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
出

雲
大
社
は
、
祭
神
は
大お

お
く
に
ぬ
し
の
か
み

国
主
神
で

国
土
開
拓
の
神
で
あ
り
、
縁
結
び

の
神
と
し
て
崇
拝
さ
れ
る
。

　

初
詣
は
、
一
〇
八
の
除
夜
の
鐘
に

よ
っ
て
一
切
の
煩
悩
を
払
い
捨
て
、

新
た
な
年
を
迎
え
て
早
朝
神
前
に

安
泰
を
誓
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
今
日
で
は
、
進
学
や
良
縁
、
商

売
繁
盛
、
家
内
安
全
等
な
ど
自
己

利
益
的
な
面
も
あ
り
、
正
月
気
分

で
お
参
り
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

　

正
月
の
初
詣
は
日
本
人
古
来
の

一
大
行
事
で
あ
る
。
年
新
た
に
多

く
の
人
々
は
、
そ
の
年
の
安
泰
と

人
生
設
計
を
神
に
誓
う
の
で
あ
る
。

日
本
の
神
々
は
「
八や

お
よ
ろ
ず

百
万
の
神
」

と
い
う
語
が
示
す
よ
う
に
数
が
非

常
に
多
い
。
そ
の
神
々
の
多
く
は

「
古
事
記
」「
日
本
書
紀
」「
風
土
記
」

等
の
中
に
出
現
す
る
。

　

そ
の
中
で
身
近
に
あ
る
の
が「
八

幡
さ
ま
」
で
あ
ろ
う
。
総
本
宮
は

大
分
県
の
宇
佐
神
宮
で
あ
る
。
祭

神
は
応
神
（
誉ほ

ん
だ
わ
け
の
み
こ
と

田
別
尊
）、
仲

ち
ゅ
う
あ
い哀

、

神
功
皇
后
の
三
神
で
あ
る
が
、
神

社
に
よ
っ
て
は
他
の
神
が
祀ま

つ

ら
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
八
幡
さ
ま

は
、「
郷
社
」
ま
た
は
、「
氏
神
さ
ま
」

と
も
呼
ば
れ
、
古
代
に
地
域
の
共

同
体
が
祀
る
「
氏
神
型
信
仰
」
が
始

ま
り
、
平
安
時
代
以
降
は
力
の
あ

る
神
を
外
か
ら
招
く
勧

か
ん
じ
ょ
う請
型
信
仰

が
広
ま
っ
て
村
々
に
鎮
座
し
、
多

く
の
村
人
に
崇
拝
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
御
神
体
の
お
姿
は
、
僧

そ
う
ぎ
ょ
う形
八

幡
神
像
と
し
て
現
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
神
仏
習
合
に
よ
っ
た
も
の

と
さ
れ
て
い
る
。

　

長
門
市
で
は
三
隅
八
幡
、
俵
山

八
幡
、
渋
木
八
幡
、
飯
山
八
幡
、

日
置
八
幡
、
久
富
八
幡
、
八
幡
人

初  

詣

No.32

三隅八幡宮

は

つ

も

う

で

日置八幡宮


